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自然との共生、
それが私たちのテーマです。
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メタルロード工法
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工法概要

主に中山間部の急傾斜面の道路拡幅に適した鋼製桟道橋です。

耐久力に優れた 立体ラーメン構造 で、本設道路に使用できます。

中山間部の狭小な道路工事においても 部材の運搬・架設が容易 で、施工性に優れます。

地形や植生など 自然環境への影響が最小限 で済み、環境保全に優れます。

地形や施工条件に応じて、 複数のタイプ があります。

手延べ式施工 により、 既存交通を確保しながら拡幅工事 を行うことができます。 

特徴

鋼管杭、Ｈ型鋼を主体とした主桁、鋼管、格点桁及び床版からなる立体ラーメン構造体です。

基本構造

( 財 ) 道路保全技術センター
技術審査証明書

平成 12 年 3 月 31 日取得

平成 17 年 3 月 31 日更新

形鋼格子床版

主桁

横桁

杭頭ブロック

鋼管杭

格点部

床版は他形式も適用可能です。
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構造タイプ

基礎杭

格点桁

床版

既存道路部拡幅部

舗装

拡幅部 既存道路部

基礎杭

格点桁

舗装

既存道路部拡幅部

基礎杭

格点桁

舗装

既存道路部拡幅部

基礎杭

格点桁

舗装

床版

床版

床版

地形や施工条件によって最適な形式を選定してレイアウトします。

標準タイプ

独立タイプ

張出タイプ

複合タイプ

既存道路と切り離して新設道路を設
置する場合に適しています。

既存道路との境界部は段差や隙間が生
じない目地処理を採用しています。

既存道路の路肩部や土留壁部への
杭打が困難な場合に適しています。

杭打設が困難な急峻な斜面において
は、張出タイプが適しています。

( 財 ) 道路保全技術センターの技術審査証明は、標準タイプと張出タイプで取得しております。
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拡幅部 現況部

堆積層

基盤層

急斜面や河川の隣接
する所に適さない。

大量の土砂の掘削・
供給・運搬を必要と
する。

盛土荷重に対する
すべり対策工が
必要。

切土面が急勾配で
不安定。

拡幅部現況部

切土による自然環境破壊

拡幅部 現況部

堆積層

基盤層

既存交通への影響が少ない

地山に荷重をかけない
ため、現況の斜面安定性
を損ないません。

擁壁・盛土がほとんど
なく、自然に対する影響
が少ない。

工法比較

既存工法に比べ、多くの特長を備えています。
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◎：他工法に比べ優位性が認められる。

○：適用可能である。

△：工法適用にあたって検討を要する。

一般的内容について記述した。
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適用範囲

支持層が非常に深い場合において、

メタルロードの有効性はさらに高

まります。

メタルロード工法に最適な範囲です。

適用実績も多数あります。

斜面が特に急な場合においては、

張出タイプによって道路を拡幅

します。

斜面勾配 θ（度）
実際の適用データ

この範囲では、在来工法の方が

一般に廉価となります。
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一般に「勾配が 30 度以上の斜面」において、しかも「支持層が深い（堆積層が 2ｍ以上と厚い）」
場合に適しています。

メタルロード工法適用範囲イメージ
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適用事例

5,000 DWT

シルト層

堆積・崩壊層

すべり面

既存様々な用途や条件にフレキシブルに対応できます。

護岸や河川への影響を

最小限に抑えることが

できます。

基礎杭の設置が困難な

崖地では、谷側張出タイプ

が有効です。

橋台との取合いで施工

可能です。

既存の法面を出来るだけ保護したい

場合、杭と法面との位置関係に

よっては、山側張出タイプが有効

となることもあります。

渓流やカルバートが道路を横断

している場合は、桁サイズを大きく

してスパンを長くとることにより、

干渉を避けることができます。

荷重は支持層で支える

ので、表層のすべり安定性

を損ねません。

敷地境界が接近していても

問題なく施工できます。

スノーシェッドとの

併用も可能です。

洪水調整池上空を駐車場や

公園として活用するなど、

平面的に活用することも

できます。

軟弱地盤があっても、荷重

がかかりませんので、沈下を

防止することができます。

塩害対策を施すことにより、

港湾構造物としての利用

も可能です。

山間部の斜面に休憩所や展望台を設ける場合

など、平面的に適用することもできます。

その他の適用事例に

ついては、メタルロード

営業部（裏表紙参照）まで

お問い合せください。

手延べ工法により施工中

も現道の交通を確保でき

ます。

水平材を組み合わせ、高突出し

箇所にも対応できます。
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施工事例

適用事例を具現化した現場の一例です。

護岸や河川への影響を回避したい

護岸等の構造物を残したまま施工が可能

です。

橋梁との取合いで使用したい

現道交通を確保したい

橋台の背面に使用可能です。

手延べ工法により、現道の交通を確保して

施工が可能です。
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施工事例
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斜面上の空間を活用したい

渓流やカルバートが道路を横断している

曲線半径の小さい場所に適用したい

渓流やトンネル・配管・カルバー

トなどの構造物を跨いだ使い方が

可能です。

山間部斜面にパーキングなどを

設ける場合に有効です。

歩道として道路に平行な河川の支流を跨いだ例です。

曲線半径 20ｍ程度の実績があります。

表層がすべり地帯である

既存の護岸を保護したい

深い谷がある

水平材を設けた施工例です。

表層に荷重をかけないため、すべり安定性

に有利です。

斜面の張石撤去や背面土砂の置換が不要

です。施工前の既存護岸の様子

堆積・
崩壊層

すべり面
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施工手順
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格点構造の載荷試験

杭打設・桁架設完了後、重機を後

退させ、覆工板を撤去し、床版を

構築します。

床版工 完成

杭頭ブロック / 桁架設完了後、覆

工板を設置します。

杭 / 桁架設完了後、覆工板を撤去

します。

桁上に鋼製捨て型枠 (ＲＣ床版 )

を設置します。

桁上にＩ形鋼格子床版を設置しま

す。

自然環境や景観に調和した出来上

がりになります。

　

杭頭ブロック

格点構造の載荷試験

杭と桁の間に設置することによ

り、杭の打設誤差

を 1 0 0 m m
まで吸収で

きます。

付帯設備・舗装等を実施し、完成

です。

斜面の安定性を損なわずに道路が

仕上がります。

準備工

既存交通を確保しながらの施工が可能です。

施工エリアを確保し、重機・材料

等を搬入します。

発進基地から杭打設します。

杭を所定のレベルで切断し、杭頭

ブロックを溶接接合します。

（杭頭処理工）

杭打設工

表層が滑り層であるような場所に

有効です。

　

堅固な支持層に杭を建て込みま

す。( 吊り下げターンテーブル方

式 )

　

杭打設後、杭頭ブロックを架設し

ます。

杭頭ブロック上に桁を架設します。

桁を接合することにより、立体ラ

ーメン構造体を構築します。

本設桁上に仮設横桁／覆工板を

設置し、重機を前進させ、次の杭

を打設します。

桁架設工

水際など土の移動が困難な場所で

の拡幅に対応できます。

(リーダー方式 )
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シミュレーション

下記の項目を全て選択した後、
決定ボタンを押してください。

決定

現在の通行を

確保したまま施工

止めて施工

拡幅幅

斜面傾斜角

施工条件

10m
以上10m9m8m7m

5m4m3m2m 6m

   60°
以上50°40°30°

拡幅幅 (Ｌ)

傾斜角 (θ°)

こちらでは道路の拡幅幅、拡幅域の斜面傾斜角、及び現道交通に関する

施工条件の３項目を入力して頂きますと、メタルロード工法の断面図と

概略工費を簡単にシミュレートできます。

メタルロード工法 WEB サイト（下記 URL）でシミュレーションして頂けます。

項目をすべてチェックして決定ボタ

ンをクリックすると、別ウィンドウ

でシミュレート結果が表示されます。

選択した施工条件

によって、それ

ぞれに対応した

アニメーション

が表示されます。

WEBサイトでは、

表示された断面図

の PDF ファイル

がダウンロード

できます。

http://www.jfe-civil.com/doboku/metalroad/
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ＪＦＥシビルの土木技術

東京国際展示場 管理会議棟 関西電力舞鶴発電所
石炭サイロ

豊富な経験とノウハウを生かして、よりよい環境づくりのお手伝いをします。

メタルタン工法

トンネルの老朽化によるひび割れの伸張、漏水など

のコンクリート劣化に対して優れた効果を発揮す

るトンネル改修工法です。

高所作業、重量物作業がますます増加する施工

の現場で、在来工法では難しかった、安全性、効率

性、そして高品質な施工精度を実現する工法です。

地盤の地層構成を２次元的に把握する地盤探査技

術です。

スパイラルオーガの先端に取り付けられ、機械的に

拡翼する KING ビットにより、先端拡大根固め球

根を築造します。

本工法は、杭本体と拡大球根を一体化させ、支持力を

発現させる工法です。

改修前 改修後

関西電力舞鶴発電所
石炭サイロ

東京国際展示場 管理会議棟

杭打状況

音響トモグラフィー

ジャッキシステム

ＫＩＮＧ工法

http://www.jfe-civil.com/tokkou/index.html

http://www.jfe-civil.com/doboku/metaltunnel/

http://www.jfe-civil.com/doboku/ontomo/

http://www.jfe-steel.co.jp/products/kenzai/doboku/king/


